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大規模災害等発生時の対応について

この度、大規模災害等発生時の対応について、学校、保護者両面の立場からまとめました。
確認の上、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

災害等緊急事態の内容 学校（・）、保護者（○）の対応

大

地

震

①地震警戒宣言が発令された場合

②中野区エリア（東京２３区内）

の震度が５強以上の場合

③中野区エリア（東京 23 区内）

の震度が５弱以下の場合で余

震が続き通学路及び家庭での

安全が確認できない場合

④中野区エリア（東京 23 区内）

の震度が４および３以下の場

合でなおかつ余震もひどくな

く安全が確認できた場合

○報道等で地震警戒宣言を確認する。

○学校からのメール等の連絡がなくても保護者（引き取り

名簿の掲載者）はできるだけ速やかに学校に児童を引き

取りに来る。

・保護者が引き取りに来るまで児童を保護する。

・メール配信を行う。

○報道等で震度を確認する。

○災害用伝言ダイヤル（１７１）に電話し、学校の伝言が

あるか確認し、伝言があれば学校の対応を確認する。

○学校からのメール等の連絡がなくても保護者（引き取り

名簿の掲載者）はできるだけ速やかに学校に児童を引き

取りに来る。

・保護者が引き取りに来るまで児童を保護する。

・災害用伝言ダイヤル（１７１）で対応を知らせる。

○報道等で震度を確認する。

○災害用伝言ダイヤル（１７１）に電話し、学校の伝言が

あるか確認し、伝言があれば学校の対応を確認する。

○保護者(引き取り名簿の掲載者）はできるだけ速やかに

学校に児童を引き取りに来る。

・保護者が引き取りに来るまで児童を保護する。

・安全が確認できず下校時刻となった、またはなりそうな

場合は、災害用伝言ダイヤル（１７１）によって知らせ

②に準じ「引き渡し」をする。

・保護者が引き取りに来るまで児童を保護する。（地震に

より停電、大火災、交通事故等、下校に大きな危険があ

る場合は、下記項目参照）

○報道等で震度を確認する。

○可能であれば玄関前または、大通りまで出迎える。

・「引き渡し」は行わず、通常の下校時刻で学年･学級ごと

に一斉下校させる。（地震により停電、大火災、交通事故

等下校に大きな危険がある場合は下記項目参照）

火
災
交
通
事
故
停
電
等

⑤中野区エリア（学区域）で大

規模停電、大規模火災、交通事

故等が起き下校に危険がある

と学校が判断した場合

○可能であれば玄関前または、大通りまで出迎える。

・通常の下校時刻以降に、危険がある場所までの教職員の

引率、または教職員の当該地域の見回りのもとで一斉下

校させる。

・危険地域近くに居住する児童、また通過する児童は安全

が確認できるまで、学校で待機する



※学校の安全が確保されない場合や天候によっては、各教室、体育館、近隣中学校など に避難す
る場合もあります。その場合は、玄関や正門への掲示等を行います。

※引き取りの場合、ご家族同士で連絡が取れないときは、複数の方が引き取りに来てください。
最初に来た方に引き渡します。後から来た方には、どなたに引き渡したかお知らせします。

※学年・学級ごとの一斉下校の場合、玄関前や大通り（みんなが通る主なルート、通学路）まで
出迎えていただけると児童も安心し、多くの目があることで、安全が確保されます。

※できるだけ学校からメール等で各家庭に連絡をしますが、大地震発生や大規模停電などの場合
メールが送れない、送れても時間差が生じる場合もあります。

※下校後や休日にも地震等はあります。ご家庭で緊急のときの心構えや対応を十分に話し合い、
児童にお知らせください。特にご家庭に児童だけでいる場合の対応（保護者等との連絡方法、
家以外での避難･待ち合わせ場所、懐中電灯や水・食べ物のある場所等）は、十分に理解させ
てください。
※「引き取り」にせず、児童を下校させる場合、原則として通常の下校時刻後に下校させます。
ただし、停電等のため、交通機関が麻痺し保護者が通常の時間に帰宅できない場合もあるた
め、 児童には、家に入れない場合は学校に戻るよう話をします。

【災害用伝言ダイヤル（１７１）伝言の再生方法】
１７１ → 再生は２ → 学校の番号０３－３３８９－１４６１ → プッシュ式は１＃（再生）
→ ダイヤル式はそのままで

【登校について（災害等で判断に迷う場合）】
※メール、災害伝言ダイヤル等学校からの連絡がない場合は、保護者の方の判断で登校の可否を
決定してください。

※遅れて登校できると判断した際は、保護者の方が付き添って登校するようにしてください。
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⑥中野区エリア(学区域)で凶悪

犯罪者が逃走しており下校が

危険であると学校が判断した

場合

⑦不審者が報告された、頻繁に

出没している場合

○学校からのメール等があった場合は保護者（引き取り名

簿の掲載者）はできるだけ速やかに学校に児童を引き取

りに来る。

○可能であれば玄関前または、大通りまで出迎える。・下

校時刻を過ぎた場合は、学校からのメール配信の上、学

校で待機させる。・犯人が逮捕されず安全と判断できな

い場合は、引き取り依頼のメールを送る。

・犯人が逮捕された場合や警察から安全の確認がとれ学校

が安全と判断した場合は、メール連絡の上、学年・学級

ごとまとまっての下校をさせる。

○可能であれば玄関前または、大通りまで出迎える。

・学校からのメール配信の上、学年・学級ごとまとまって

下校させる。

・不審者の報告・出没地点を教職員が巡回する。
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⑧台風が接近している場合

⑨遠足や移動教室等校外で学習

している時に地震が起きた場

合

○登校時、安全に通学できるか判断をする。

○学校からの文書やメール等の確認をする。

・文書、メール等で対応を知らせる。

○メール配信、災害用伝言ダイヤル（１７１）で学校の対

応を確認する。

・必要に応じて活動場所での避難所への移動及び現地の自

治体･警察等の指示に従って行動する。

・現地及び中野区の震度等に応じて①②③に準じてメール

配信または災害用伝言ダイヤルを通じて対応を知らせ

る。


